
路線価図の使用方法・見方について 

 

 

図郭割図（路線価図を選択する前の図面） 

 

 

前の画面で閲覧したい区を選択すると上の図郭割図が表示されます。 

ここから閲覧をする上記のように図面を選択します。 

（ここでは桜区の路線価図を例として説明します。） 

 

 

  

この例のように閲

覧する図面を選択

します。（マウスで

図面の上からクリ

ックします） 

 

 



路線価図 

 

 

図郭割図から図面の番号（６０－３１など）の上でクリックするとその番号の路線価図が表

示されます。 

 

 

  



印刷・移動・拡大・縮小 

 

 

印刷する場合は印刷ボタンをクリックしてください。 

別の路線価図を表示する場合は上の↑↓ボタンやページボタンをクリックしてください。 

路線価図の拡大・縮小については、－（縮小）、＋（拡大）といったボタンで調整してくだ

さい。 

 

  

用紙に印刷を

するために使

用します。 

別の路線価図を表示

するために使用しま

す。 

図面の拡大、縮小をす

るために使用します。 



区の図郭割図に戻るには 

 

 

  

 

ここをクリックする。 



または・・・ 

 

 

上の①、②の順に選択することにより、区の図郭割図に戻ることができます。 

 

 

 

 

  

 

②ここで図郭割図を

選択します。 

①ここをクリックし

ます。 



路線価図の見方について 

 

※上の路線価図は拡大している状態です。 

 

 

※路線価図の下の部分を拡大しています。 

 

 

  

 

図に含まれる町字が

表示されます 

路線価図の中の点及び矢

線、点線の説明が標記され

ています。 



路線価図の情報について 

 

 

路線価図のそれぞれの項目は以上になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上が路線番

号、下が路線

価になりま

す。 

赤い線が主

要路線にな

ります。 
標準宅地に

なります。 

黒線は路線

価になりま

す。 

緑線は大字

界になりま

す。 

青線は状況

類似界の線

になります。 

標準宅地番号 



路線価の計算について 

路線価がある地域について 

 

 

令和６年度固定資産路線価＝路線価図の路線価×時点修正率 になります。 

 

例として図の赤線の路線価（主要路線）を計算することにします。 

ここでは８８，９００円となっています。また、標準宅地番号が５５０６１０９です。 

次に時点修正率を見ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

５５０６１０９のところを見ると「０．９９９」となっています。 

ここで先ほどの８８，９００円×０．９９９をすることにより８８，８００円となります。

※計算した数字が１０，０００円から１００，０００円未満ならば、１００円未満を切       

り捨てます。１００，０００円以上１，０００，０００円未満ならば１，０００円未満を切

り捨てます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



路線価がない地区について 

路線価がない地区については標準宅地の価格を使用します。 

 

 

令和６年度固定資産税の標準宅地の価格＝標準宅地の価格×時点修正率 になります。 

 

図の見方としては上段が標準宅地番号で、下段が標準宅地の価格になります。 

ここでは標準宅地の番号が２００６０９３で、その価格が２９，１００円となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



その時点修正率については・・・ 

 

 

２００６０９３のところを見ると、「０．９９８」となっています。 

ここで先ほどの２９，１００×０．９９８をすることにより２９，０００円となります。 

※計算した数字が１０，０００円以上１００，０００円未満ならば、１００円未満を切り捨

てます。１００，０００円以上１，０００，０００円未満ならば１，０００円未満を切り捨

てます。 

 

※固定資産税路線価図のページの使用方法・見方等につきましては財政局税務部固定資産

税課土地係までご連絡ください。   

お問い合わせ先：０４８－８２９－１１８５ 

 

※ＰＤＦファイルを開く際には、Adobe Acrobat Reader または Google Chrome での閲覧を

推奨します。 

 

 

 


